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出典：市税決算額調、市税賦課額調

出典：市税決算額調、市税賦課額調
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※青葉区の市民税個人分は、青葉区徴収分に加え、市外特別徴収分（市外地勤務の特別徴収額）も含めた金額です。

市民税個人分
56,851
65.6%

市民税個人分
56,851
65.6%

固定資産税
21,862
25.2%

都市計画税
5,565
6.4%

市民税法人分
1,618
1.9%

事業所税
588
0.7%

その他
204
0.2%

総額
86,688
百万円

市民税個人分
422,524
47.3%

市民税個人分
422,524
47.3%

固定資産税
300,780
33.7%

都市計画税
64,722
7.2%

市民税法人分
59,288
6.6%

事業所税
19,731
2.2%

その他
26,663
3.0%

総額
893,708
百万円

　市税収入の税目別構成比をみると、青葉区、横浜市ともに個人の市民税が大きな割合を
占めていますが、2つのグラフを比べると、横浜市全体では個人の市民税が47％であるのに
対し青葉区では65％とさらに大きな割合となっていることが分かります。
　市税収入額及び収納率の推移をみると、青葉区の市税収入額は、令和６年度は定額減税
の影響で令和５年度に比べると下がっていますが、収納率は、青葉区、横浜市ともに99％と
高い水準を維持しています。
出典：市税決算額調、市税賦課額調
　　青葉区の市民税個人分は、青葉区徴収分に加え、市外特別徴収分（市外地勤務の特別徴収額）も含め
た金額です。
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